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精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築の取り組み報告

資料第3号



【目的】
心のサポーターとは、メンタルヘルスの問題を抱える家族や友人、同僚な
ど身近な人に対して、傾聴を中心とした支援を正しい知識に基づいて実践
する者。心のサポーター養成研修を行うことで、地域における普及啓発を
おこない、精神疾患の予防や早期介入につなげていく。

【研修内容】
・メンタルヘルスやこころの病気について
・こころの病気を持つ方たちの体験やリカバリーについて
・身近な人のサポートの仕方
・ストレスコーピングによるセルフケア

【開催日時】全3回実施
・10月10日（金）15:00～17:00 対面
・10月10日（金）18:30～20:30 オンライン
・12月6日（土）10:00~12:00 対面

【認定証発行者数】
120名

1.心のサポーター養成研修 実績報告



1.心のサポーター養成研修 アンケート結果と今度の課題

88%
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研修内容について

分かりやすかった

やや分かりやすかった

どちらとも言えない

主な意見

【全体評価】
・大変好評：「わかりやすい」「有意義」「学びに
なった」という声が多数
・グループワークが特に高評価
・認定証の発行も参加意欲向上につながった
・より専門的・踏み込んだ内容を求める声

【良かった点】
・講師の説明がわかりやすく丁寧
・グループワークで実践的な学びが得られた
・参加者同士の交流が刺激になった
・日常生活・仕事に活かせる具体的な内容
・相談の乗り方を見つめ直す機会になった

18%

15%

22%

17%

28%

参考になった内容（複数選択可）

心のサポーターとは

心のサポーターとは病気と回復

こころをサポートする方法

グループワーク（聴くワーク）

ストレスコーピングでセルフケア
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【目的】
・文京区のピア活動に対するニーズを知る
・地域住民の理解・啓発を進め、地域で暮らす

精神障害者にやさしい地域づくりに繋がることを知る
・ピアサポーターの活躍が支援者支援に繋がることを知る

【対象者】
ピアサポート活動に興味のある方
当事者、ご家族、病院職員の皆様
（区民に限らず申し込み可）

【開催日時】
令和8年2月14日（土）

【参加者】
52名

2.ピアサポートに関する取り組み 実績報告

ピアサポーターを知ってつながろう
～精神障害者にもやさしいまちを目指して～
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2.ピアサポートに関する取り組み 実績報告

内容
【第1部 ピアサポートについて】
・ピアサポーターとして活動する方の講演
・ピア活動を支援する方の講演
・ピアサポーターと支援者の対談、質疑応答

【第2部 文京区の活動紹介】
・エナジーハウスの活動紹介
・文京みんなの会（家族会）の活動紹介

ピアサポーターを知ってつながろう
～精神障害者にもやさしいまちを目指して～
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2.ピアサポーターを知ってつながろう
～精神障害者にもやさしいまちを目指して～ アンケート結果

60%

37%

3%

イベントの内容について

非常によかった

よかった

未回答

29%

14%

12%

19%

6%

10%

10%

参加者属性（複数選択可）

当事者

当事者家族

ピアサポーター

事業所職員

病院職員

行政職員

その他

29%

36%

29%

6%

今日のイベントで得られたこと

ピアサポートについて知ることができた

今後の活動の参考になった

新たな気付きがあった

その他
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2.ピアサポーターを知ってつながろう
～精神障害者にもやさしいまちを目指して～ アンケート結果

アンケート総評：「当事者の生の声を聴ける貴重な機会」として高い評価を得られた。
雰囲気：初参加者や当事者が「安心・温かい」と感じる心理的安全性の高い場となった。

参加者の声抜粋
〈当事者の思い〉
・自分に障害があるとわかった直後で不安だったが、当事者の話に勇気をもらった。
・『居るだけでも良い（支援として何かを要するのではなく）』言葉に救われた。
・自立のヒントを得られた。支援者に何かをしてもらう、あるいは支援に応えるという「役割」を必要としない）

〈支援・つながり〉
・支援者として、一人の人間としてどう支え合うかの大切さを再確認した。
・既存のつながりの再確認と、新たなネットワーク構築ができた。

〈講師・登壇者〉
・石田氏の『意味を持たせない』（改善や自立といった「生産性」や「目的」をあえて求めない）という話に説得
力があり、気付きが多かった。
・一生懸命に発表する当事者の姿に心を打たれた。

〈運営・環境〉
・初めてでも参加しやすく、会場全体が温かい雰囲気だった。
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目的：精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた、地域課題を把握するための基
礎資料とする。
文京区民で、精神科医療機関に1年以上入院している全国の精神障害者長期入院者の実態を明
らかにし、地域移行に向けた、より効果的な支援方法と支援体制を検討する。

対象：1.病床を有する都内の精神科病院。（95病院）

2.ReMHRAD（2023年度）から、文京区に元住所がある人が入院していると思われる

東京都外の精神科有床病院（72病院）。

※令和４年度調査では都内の医療機関のみ実施。本調査は都外の医療機関にも拡充。

方法：調査票は令和４年度に使用した調査票と同様。

長期入院者の入院状況や退院意欲などに関するアンケート調査（量的調査）を実施。

調査時期：令和7年10月1日～31日

3.精神障害者の長期入院に関する調査
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【配布数・回答病院数】

【入院者数】

都内 都外 全体

配布数 95 72 167

回答病院数 79 70 149

回答率 83.2% 97.2% 89.2%

都内 都外 全体

入院者数 35 18 53

入院者数

23区内 14

23区外 21

東京都内 35

入院者数

神奈川県 3

埼玉県 6

千葉県 6

栃木県 1

茨城県 1

静岡県 1

東京都外合計 18

【都道府県別入院者数内訳】

・回答率は89.2％と高い回答率により精度の高い実態調査となった。
・調査対象を拡大したことで、全国の対象者を把握できた。
・長期入院者は都内のみでは減少。（48→35人）
・都外では近隣3県へ8割以上の入院者が存在。

参考値（令和4年度）
※令和4年度調査について
は都内の病院のみが対象。

【配布数・回答病院数】
・配布数：65
・回答病院数：53
・回答率：81.5％

【入院者数】
・48人

3.精神障害者の長期入院に関する調査結果
令和7年度 調査の実施状況・長期入院者の状況

※調査協力医療機関には、調査結果の概要をまとめた報告書を送付予定
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４.居住支援に関する報告

文京区内の住まいに関する実態を把握する目的で、福祉政策課福祉住宅係が事務局を務める

「文京区居住支援協議会ワーキンググループ」に参加。

【課題抜粋】
• 精神疾患に対する先入観や不安感等、障害理解の課題
• 制度や支援体制の周知の課題

【今後の予定】
• 「住まいの協力店担当者説明会」に精神保健担当職員が参加し、精神疾患に関する概論や区の

支援体制について講義予定。
補足：区内で、住まいの協力店として登録している約40店舗の不動産事業所が対象

（およそ30名が参加見込）
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５.ふれあいの集い参加報告

障害者週間記念事業「ふれあいの集い」

毎年12月3日から9日の障害者週間には、
障害への理解と関心を深め交流を図る行事として、障
害福祉課主催で「ふれあいの集い」が開催。

【内容】
障害がある方が作成した作品展、手話体験コーナー、
障害者スポーツ体験など多岐にわたる。
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５.ふれあいの集い参加報告

障害者週間記念事業「ふれあいの集い」に
予防対策課ブースを設置

【目的】
• 精神疾患に関する普及啓発
• 区内の地域活動支援センターの周知

【内容】
「こころの病気って？」をテーマに、
精神疾患に関するクイズのパネルを作成。
区内3か所にある地域活動支援センターの特徴をまとめ
たパネルを設置。各センターのチラシも配置。

【掲示期間】
12月6日（土）～12月8日（月）


